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Ｃ さん

次の感想もよせられました。

★体験記を書いてもらえることはＭＭＴに喜び

体験記を書いてくださる人がいますが、

世間に「希望」を増やすのだと思います。

お医者さんたちのように、科学的なエビデンスに

囚われるよりも、個人の快適だという実感や人間的な成長の方が

本人にとって重要な問題だと思うし、悩んでいる人に励みになります。

体験記を書く時に、他人には隠しておきたかった自分の悩みや本音をＭＭＴに

打ち明ける

勇気、そして、本音の束縛、体裁、他者評価から離れて、

人の役に立つようになることを知るのですから、叡智的自己での実践をすると

思います。

これは卒業制作のようなものかもしれません。

★一人は支援しきること

クライアントが支援者を育てるのは間違いなく、私のように養成講座中に不勉

強だった者は

もう「今、ここ」で支援しながら成長する他ありません。

SIMT を他に転用する前に、1人は、支援しきることをお勧めしたいです。

これも守破離だと思います。

ずっと守である続けるほど深いと思います。

他を支援するのが社会貢献であるからポイエシスで、そのことによりＭＭＴ、

自分が成長するので、プラクシスですね。


